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	LEADERSHIP PROJECT FOR YOUTH WITH
	外国ルーツ子ども若者教育支援
	次世代リ－ダー育成プロジェクト
	〜 講師紹介 〜
	分野に精通する計5名の講師が皆さんの学びをサポートします！

	神吉 宇一    Uichi Kamiyoshi
	「日本語教育を通して社会をよくしたい」
	そんな理想を持っている人にぜひ参加してほしいと思います。
	日本語教育と言っても、教室で日本語を教える以外にさまざまな関わり方があります。その可能性を開きたい方、大歓迎。


	LEADERSHIP PROJECT FOR YOUTH WITH
	南浦 涼介    Ryosuke Minamiura
	「多文化多言語をめぐって、地域や学校をデザインできる人になりたい」という視点は案外難しくて、泥の中で転がりながら地図を見定められる。そういう人が増えていくといいなと思います。

	田中 宝紀    Iki Tanaka
	学生時代に立ち上げたフィリピンの子ども支援NGOを卒業後も継続。
	そこから派生し、2010年度から現職に就く。外国ルーツの子ども・若者のための専門教育支援事業「YSCグローバル・スクール」を運営。並行して外国ルーツの
	子どもや保護者らの現状と課題を広めるため、SNSや講演などで情報発信を行う。
	外国ルーツの子ども支援の分野は現在、その取り組みの重要性が増しており、学校内やNPOで仕事として支援に取り組む人も増えてきています。
	外国人を取り巻く状況が目まぐるしく動く中で、最先端の現場の現状や課題をぜひ、共に学んでいきましょう！

	上記3名他、外部講師1〜2名登壇予定



